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 キ ー ワ ー ド 携帯電話 JAVA 

開 発 意 図 
適 用 分 野 
期 待 効 果 
特 徴 な ど 

近年、個人向け携帯端末の普及に伴い、携帯専用コンテンツの利用による分子グ

ラフィック表示を行う試みがある。今回は J-PHONE 端末をターゲットにした３

D 分子表示プログラムの開発を、JAVA 言語を用いて行った。 

適 応機種名 携帯端末 J-PHONE 

 O S 名 WINDOWS 

 ソース言語 JAVA  
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・日本コンピュータ化学会の無償利用 
 ソフトとする 
・独自に頒布する 
・ソフトハウス、出版社等から市販 
・ソフトの頒布は行なわない 
・その他     ・未定 

 

 
１．緒言 
 分子シミュレーションを行うにあたり、計算結果をグラフィック表示することで、従来の合成実験化

学の結果からでは得ることが困難だった、分子の構造や状態を容易に入手できるようになった。また、

これらの情報から構造を視覚化することで、分子の反応性や物性を調べられる。 
近年のグラフィックス分野では、映像を 3D 表示する技術が実用化されており、分子グラフィックス

もこの恩恵を受け日々進歩している。それにより、携帯端末やマウスなどの、ボタンを押すだけの簡便

な操作で軸回転や拡大縮小を行い、あらゆる角度から分子を閲覧することができるようになった。分子

の 3D 表示技術は、構造を評価する上で重要な意味を持つため、非常に有効である。 
また、個人向け携帯端末の普及に伴い、携帯専用コンテンツの利用による分子グラフィック表示を行

う試みがある。本研究では、J-PHONE 端末をターゲットにした 3D 分子表示プログラムの開発を行っ

た。開発にはプラットフォームに依存しない JAVA 言語を選択した。 
 



＜J-PHONE の特徴＞ 
J-PHONE の Web 閲覧サービスを「J-Sky Web」、JAVA アプリケーションのダウンロードサービス

を「Java アプリ」と呼ぶ。J-PHONE の Java 実行環境では、Java の API として「MIDP(Mobile 
Information Device Profile)」が採用されている。さらに、3D グラフィックの表示、待ち受けアプリを

容易に作成することができる J-PHONE 独自の API「J-PHONE Specific Class Library(JSCL)」も使

用できる。 
 

２．作成手順 

JAVA プログラムの作成 

JAVA アプリ 
携帯表示 

 
 
 
 
3D モデルデータとリソースの作成 
分子モデルの作成には、3DCG 作成ソフト AnimationMaster Ver.9.0（9.5h）を使用した。このソフ

トを用いて Model ファイルと Action ファイルを作成した後、携帯に適用可能なプログラム形式にする

ために、Micro3DConv.exe を用いてファイル変換を行った。 
JAVA プログラムの作成 

JAVA 言語を用いてソースコードを記述し、そのソースコードにそれぞれコンパイルと検証を行い、 
JAVA VM 上で実行可能な形式であるクラスファイルに変換した。 
ソースコードは J-PHONE 本体動作の制御部分、実機に分子表示や 

各操作の機能を持つプログラムを作成した。 
J-PHONE エミュレータでの実行 
 作成したプログラムとモデルデータをパソコン上でテストする為に 
J-Sky Application Emulator を用いて表示した。 
 
  
  

 
 

 
 

  
 

 

画面 
作成したモデルを表示 

2,4,6,8 ボタンで平行移動 

上下左右ボタン（回転機能） 
モデルを軸に関して 360 度回転 

決定ボタン（リセット機能） 
モデルを初期表示モードに戻す 

 

３D モデルデータとリソースの作成

(AnimationMaster 9.5h) 
 
 

数字ボタン（拡大縮小・平行移動機能） 
＊ボタンで縮小、＃ボタンで拡大 
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